
令和元年度ＦＤ実施報告書 

研究科 栄養科学研究科

ＦＤ取り組みへの理念・目標 

平成 30～32 年度の第 7次中期総合計画の教育計画に基づき、栄養科学研究科教員の教育と研究にお

ける質的向上を目指す。①博士課程（前期・後期）一貫プログラムを作成する。②社会人大学院生の再

教育プログラムを作成する。③外部機関とのプロジェクト型研究を推進する。 

回数、期間、 

実施日等
実施事項・内容、実施組織、評価項目等 

・2019年
6月 13日
2020 年 2 月
13日

・2019年
9月 12日、
・2019年
12月 4日

・2019年
10月 17日

①博士課程（前期・後期）一貫プログラムを作成する。 

6 月の中間発表会と 2 月の論文審査会で把握した院生の研究の到達度を参考として一

貫プログラムの可否・是非について検討した。今後も継続検討が必要である。 

②社会人大学院生の再教育プログラムを作成する。 

 社会人再教育プログラムの具体案の検討を継続することになった。 

地域ニーズに対応した講演として、9月 12 日に第 1回博士後期課程セミナー『回復

期リハビリテーション領域における栄養ケアの基礎と最新トピックス』、12 月 4 日に

第 2 回博士後期課程セミナー『尿から見える血圧と尿酸の世界』を開催し、今後ニー

ズが高まるリハビリ栄養ケアや生活習慣病予防について議論した。 

③外部機関とのプロジェクト型研究を推進する。 

 外部機関より講師を招き、10 月 17 日に大学院特別講演会『味と匂いの可視化イノ

ベーションによる食・医療サービスの創出』を開催した。健康増進を目指した栄養指

導を味覚の視点から検討することはまだほとんどされておらず、今後、このようなテ

ーマでプロジェクト型研究を進めていくことの重要性が課題となった。 

「教育システム改革 2014（FD2014）」の進捗状況 

項目 主な実施内容 進捗状況 補足説明 

授業科目の 

組織的な管理 
ルーブリックの導入 

□未着手  検討中 

□実施中 □実施済 

教員の教育力に 

対する評価の導

入 

授業アンケート結果の 

組織的な活用 

□未着手 □検討中 

□実施中  実施済 

教育方法の改善 

アクティブラーニング 

(特に PBL)の推進 

PBL：課題解決型授業 

□未着手 □検討中 

実施中 □実施済 

グローバル 

教育の推進 

グローバル教育の 

導入 

□未着手 □検討中 

実施中 □実施済 

「FD2014」はサイボウズのファイル管理－「FD推進センター」にあります 


